
秋の味覚が揃う『もてぎうまいもの市』で自衛隊広報展を開催

自衛隊栃木地方協力本部

当
日
は
秋
晴
れ
の
晴
天
に
恵
ま
れ
、
地
元
の
ご
当
地
グ
ル
メ
や
特
産
品
が
沢
山
並

い
る
車
両
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
感
想
が
あ
り
、
来
場
者
に
車
両

力
と
機
能
性
に
驚
く
声
を
上
げ
て
い
た
。
来
場
者
に
１
ｔ
水
タ
ン
ク
ト
レ
ー
ラ
が
、

き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
自
衛
隊
の
重
要
な
任
務
の
一
部
を
担
っ
て

の
市
』
で
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
を
出
展
し
た
。

方
面
特
科
連
隊
第
２
大
隊
の
支
援
に
よ
る
１ 

１
／
２
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
及
び
１
ｔ
水
タ

投
げ
」
な
ど
を
行
っ
た
。
来
場
者
は
自
衛
隊
の
珍
し
い
車
両
に
乗
り
込
み
、
そ
の
迫

機
能
と
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。　

ま
た
、

き
ま
す
ね
」「
面
白
く
て
興
味
深
い
で
す
ね
。
レ
シ
ピ
を
参
考
に
し
て
家
庭
で
も
作

ピ
集
」
を
通
じ
て
家
族
で
自
衛
隊
に
関
す
る
話
題
を
共
有
し
、
レ
シ
ピ
に
記
載
さ
れ

っ
て
み
よ
う
か
な
」
な
ど
の
声
が
あ
り
好
評
を
得
た
。

月
３
日
（
日
）、
栃
木
県
茂
木
町
で
開
催
さ
れ
た
毎
年
恒
例
の
『
も
て
ぎ
う
ま
い
も

ン
ク
ト
レ
ー
ラ
の
装
備
品
展
示
や
自
衛
隊
家
族
会
主
催
に
よ
る
自
衛
隊
グ
ッ
ズ
販
売

び
、
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
大
盛
況
で
あ
っ
た
。
自
衛
隊
広
報
ブ
ー
ス
で
は
、
東
部

が
来
場
者
の
人
気
を
博
し
て
い
た
。
ま
た
、
家
族
連
れ
に
向
け
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
「
輪

災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
活
動
す
る
か
説
明
す
る
と
「
緊
急
時
は
迅
速
に
水
を
提
供
で

『
う
ま
い
も
の
＝
食
』
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
自
衛
官
の
日
常
的
な
食
事
を
通
じ
て

自
衛
隊
の
魅
力
を
新
た
な
視
点
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に
、『
自
衛
隊
飯
』
を

度
々
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
を
観
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
！
自
衛
官
の
昼
食
に
興
味
が
沸

布
し
た
。
特
選
レ
シ
ピ
集
は
特
に
女
性
の
来
場
者
が
興
味
を
持
ち
、「
Ｔ
Ｖ
番
組
で

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

古
川
３
陸
佐
）
は
、11

～母親世代に『自衛隊飯・レシピ集』配布でアプローチ～

取
り
上
げ
、
陸
自
飯
・
艦
飯
・
空
自
空
上
げ
の
紹
介
と
特
選
レ
シ
ピ
集
を
作
成
し
配

り
く
じ
め
し　

か
ん
め
し　

く
う
じ
か
ら
あ
げ

る
。
そ
こ
で
、
母
親
世
代
が
自
衛
官
と
触
れ
た
り
、
手
に
取
っ
た
「
自
衛
隊
飯
レ
シ

特
に
母
親
の
意
見
が
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

真
岡
募
集
案
内
所
長
は
、「
近
年
、
自
衛
隊
へ
の
進
路
を
考
え
る
若
者
に
と
っ
て
、

て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
自
衛
隊
活
動
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
、
自

衛
隊
に
親
し
み
を
抱
く
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
し
て
い
る
。


